
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   生徒会発表                    音 楽 発 表 

 

 

 

 

           ビルクリーニング班発表                    作業製品販売 

 

  

 

 

 

福島県立いわき支援学校くぼた校 http://www.iwaki-sh-kubota.fks.ed.jp/     第３０号 

TEL:０２４６－６５－３１５５                令和２年１２月２４日発行 

１１月１６日（月）～２７日（金）の２週にわたり、地域の福祉事業所や企業に御協力をいただき

ながら、産業現場等における実習を行いました。 

緊張しながらも、任された仕事に懸命に取り組もうとする姿が見られ、学校で見ることができない

新たな一面を知ることができました。２週目には実習先の方との会話も楽しむ様子が見られました。 

実習を受け入れてくださった地域の皆様。ご協力ありがとうございました。  

 

１０月１７日（土）に「第３回くぼ

た校祭」を実施しました。今年度は新

型コロナウイルス感染症対策のため

一般公開をせず、生徒、保護者、教職

員のみの実施となりました。 

生徒たちは、音楽発表やビルクリー

ニング班による清掃の実演、作業製品

販売など、準備から当日まで自分の役

割に責任をもって取り組みました。フ

ィナーレの全校生徒ダンスでは、会場

が一体となり、全員で協力して一つの

ものを作り上げる良さを生徒・教職員

ともに実感しました。 マスクに仮装しての全校生ダンス  



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１１月１２日（木）に本校の卒業生を

招いて「卒業後の生活を考える会」を実

施しました。進路先を決めるまでの苦悩

や現在の生活についての話を聞き、自分

の進路について考えるきっかけとなりま

した。先輩からは、激励の言葉もいただ

きました。 

１０月３０日（金）。クレハ総合グラウ

ンドにおいてスポーツフェスティバルを開

催しました。各種目（50ｍ、100ｍ、

4×100ｍリレー）に参加し、これまでの練

習の成果を発揮しました。特にリレーのバ

トン練習は繰り返し行ってきましたので、

どのチームも大成功でした。 

理科の授業では、いわき市の出前講座「放

射線を見てみよう」を活用して行いました。

サーベイ（放射線探知機）で身のまわりの物

を調べたり、霧箱実験で実際に飛び交う放射

線を観察したりしました。授業をとおして

様々な放射線が存在し、普段の生活では安全

であることに生徒たちは気づいたようです。 

くぼた校生徒、勿来高校生徒、なこそ

幼稚園生、窪田町商店会の皆さんで花の

苗を１３０個のプランターに植えまし

た。プランターをリヤカーや手で運んで

窪田町商店街の商店の前に２～３個ず

つ設置し、商店街の皆さんに喜んでいた

だきました。 

 



 


